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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１周波数を有する同期信号に応答して映像信号を受信し、
　前記映像信号がフィルム映像に対応する信号であるのか、停止映像に対応する信号であ
るのか、或いはビデオ映像に対応する信号であるのかを判別し、
　前記同期信号を前記第１周波数より高い第２周波数を有する駆動信号に変換し、
　前記映像信号がフィルム映像に対応するフィルム映像信号である場合、前記フィルム映
像信号に基づいて連続する第１乃至第３原映像信号を抽出し、
　前記第１原映像信号と前記第２原映像信号とに基づいて第１回補償映像信号を生成し、
前記第２原映像信号と前記第３原映像信号とに基づいて第２回補償映像信号を生成し、
　前記駆動信号に応答して前記第１原映像信号、前記第１回補償映像信号、前記第２原映
像信号、及び前記第２回補償映像信号を順次に出力すること、
を含み、
　前記第１周波数は６０Ｈｚであり、前記第２周波数は７２Ｈｚであり、
　前記第１原映像信号は１回、前記第１回補償映像信号は２回、前記第２原映像信号は１
回、前記第２回補償映像信号は２回出力し、
　前記映像信号を判別することは、
　前記映像信号をｎ番目の映像信号、既に格納されているｎ－１番目の映像信号、及びｎ
－２番目の映像信号として受信し、各々に対応する第１輝度値と第２輝度値と第３輝度値
とを算出し、
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　前記第１輝度値及び第２輝度値の差に対応する第１差値、及び前記第２輝度値及び第３
輝度値の差に対応する第２差値を算出し、
　前記映像信号をｎ＋１番目の映像信号、及びｎ＋２番目の映像として受信し、各々に対
応する第４輝度値と第５輝度値とを算出し、
　前記第１輝度値及び第４輝度値の差に対応する第３差値、及び前記第４輝度値及び第５
輝度値の差に対応する第４差値を算出し、
　前記第１差値が所定の基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記
第３差値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記停止映像に対応する信号で
あると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記第
３差値が前記基準値以上で、前記第４差値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号
が前記フィルム映像に対応する信号であると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値以上で、前記第４差
値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記フィルム映像に対応する信号であ
ると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値以上で、前記第４差
値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記フィルム映像に対応する信号であ
ると判別し、
 　前記第１差値が前記基準値以上の場合、前記第１差値が前記基準値より小さく、前記
第２差値が前記基準値以上で、前記第４差値が前記基準値以上の場合、ならびに前記第１
差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記第３差値が前
記基準値以上で、前記第４差値が前記基準値以上の場合に、前記映像信号が前記ビデオ映
像に対応する信号であると判別する、
 　ことを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項２】
 　第１周波数を有する同期信号に応答して映像信号を受信し、
 　前記映像信号がフィルム映像に対応する信号であるのか、停止映像に対応する信号で
あるのか、或いはビデオ映像に対応する信号であるのかを判別し、
 　前記同期信号を前記第１周波数より高い第２周波数を有する駆動信号に変換し、
 　前記映像信号がフィルム映像に対応するフィルム映像信号である場合、前記フィルム
映像信号に基づいて連続する第１乃至第３原映像信号を抽出し、
 　前記第１原映像信号と前記第２原映像信号とに基づいて第１回補償映像信号を生成し
、前記第２原映像信号と前記第３原映像信号とに基づいて第２回補償映像信号を生成し、
 　前記駆動信号に応答して前記第１原映像信号、前記第１回補償映像信号、前記第２原
映像信号、及び前記第２回補償映像信号を順次に出力すること、
を含み、
 　前記第１周波数は６０Ｈｚであり、前記第２周波数は９６Ｈｚであり、
 　前記第１原映像信号は２回、前記第１回補償映像信号は２回、前記第２原映像信号は
２回、前記第２回補償映像信号は２回出力し、
 　前記映像信号を判別することは、
 　前記映像信号をｎ番目の映像信号、既に格納されているｎ－１番目の映像信号、及び
ｎ－２番目の映像信号として受信し、各々に対応する第１輝度値と第２輝度値と第３輝度
値とを算出し、
　前記第１輝度値及び第２輝度値の差に対応する第１差値、及び前記第２輝度値及び第３
輝度値の差に対応する第２差値を算出し、
　前記映像信号をｎ＋１番目の映像信号、及びｎ＋２番目の映像として受信し、各々に対
応する第４輝度値と第５輝度値とを算出し、
　前記第１輝度値及び第４輝度値の差に対応する第３差値、及び前記第４輝度値及び第５
輝度値の差に対応する第４差値を算出し、
　前記第１差値が所定の基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記
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第３差値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記停止映像に対応する信号で
あると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記第
３差値が前記基準値以上で、前記第４差値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号
が前記フィルム映像に対応する信号であると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値以上で、前記第４差
値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記フィルム映像に対応する信号であ
ると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値以上で、前記第４差
値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記フィルム映像に対応する信号であ
ると判別し、
　前記第１差値が前記基準値以上の場合、前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第
２差値が前記基準値以上で、前記第４差値が前記基準値以上の場合、ならびに前記第１差
値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記第３差値が前記
基準値以上で、前記第４差値が前記基準値以上の場合に、前記映像信号が前記ビデオ映像
に対応する信号であると判別する、
　ことを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　第１周波数を有する同期信号に応答して映像信号を受信し、
　前記映像信号がフィルム映像に対応する信号であるのか、停止映像に対応する信号であ
るのか、或いはビデオ映像に対応する信号であるのかを判別し、
　前記同期信号を前記第１周波数より高い第２周波数を有する駆動信号に変換し、
　前記映像信号がフィルム映像に対応するフィルム映像信号である場合、前記フィルム映
像信号に基づいて連続する第１乃至第３原映像信号を抽出し、
　前記第１原映像信号と前記第２原映像信号とに基づいて第１回補償映像信号を生成し、
前記第２原映像信号と前記第３原映像信号とに基づいて第２回補償映像信号を生成し、
　前記駆動信号に応答して前記第１原映像信号、前記第１回補償映像信号、前記第２原映
像信号、及び前記第２回補償映像信号を順次に出力すること、
を含み、
　前記第１周波数は６０Ｈｚであり、前記第２周波数は１２０Ｈｚであり、
　前記第１原映像信号は５回、前記第１回補償映像信号は１回、前記第２原映像信号は３
回、前記第２回補償映像信号は１回出力し、
　前記映像信号を判別することは、
　前記映像信号をｎ番目の映像信号、既に格納されているｎ－１番目の映像信号、及びｎ
－２番目の映像信号として受信し、各々に対応する第１輝度値と第２輝度値と第３輝度値
とを算出し、
　前記第１輝度値及び第２輝度値の差に対応する第１差値、及び前記第２輝度値及び第３
輝度値の差に対応する第２差値を算出し、
　前記映像信号をｎ＋１番目の映像信号、及びｎ＋２番目の映像として受信し、各々に対
応する第４輝度値と第５輝度値とを算出し、
　前記第１輝度値及び第４輝度値の差に対応する第３差値、及び前記第４輝度値及び第５
輝度値の差に対応する第４差値を算出し、
　前記第１差値が所定の基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記
第３差値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記停止映像に対応する信号で
あると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記第
３差値が前記基準値以上で、前記第４差値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号
が前記フィルム映像に対応する信号であると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値以上で、前記第４差
値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記フィルム映像に対応する信号であ
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ると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値以上で、前記第４差
値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記フィルム映像に対応する信号であ
ると判別し、
　前記第１差値が前記基準値以上の場合、前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第
２差値が前記基準値以上で、前記第４差値が前記基準値以上の場合、ならびに前記第１差
値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記第３差値が前記
基準値以上で、前記第４差値が前記基準値以上の場合に、前記映像信号が前記ビデオ映像
に対応する信号であると判別する、
　ことを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　第１周波数を有する同期信号に応答して映像信号を受信し、
　受信された前記映像信号がフィルム映像に対応する信号であるのか、停止映像に対応す
る信号であるのか、或いはビデオ映像に対応する信号であるのかを判別し、
　前記同期信号を前記第１周波数より高い第２周波数を有する駆動信号に変換し、
　前記映像信号がフィルム映像に対応するフィルム映像信号である場合、前記フィルム映
像信号に基づいて連続する第１及び第２原映像信号を抽出し、
　前記駆動信号に応答して前記第１及び第２原映像信号を順次に各々ｉ回出力すること、
　を含み、
　前記映像信号を判別することは、
　前記映像信号をｎ番目の映像信号、既に格納されているｎ－１番目の映像信号、及びｎ
－２番目の映像信号として受信し、各々に対応する第１輝度値と第２輝度値と第３輝度値
とを算出し、
　前記第１輝度値及び第２輝度値の差に対応する第１差値、及び前記第２輝度値及び第３
輝度値の差に対応する第２差値を算出し、
　前記映像信号をｎ＋１番目の映像信号、及びｎ＋２番目の映像として受信し、各々に対
応する第４輝度値と第５輝度値とを算出し、
　前記第１輝度値及び第４輝度値の差に対応する第３差値、及び前記第４輝度値及び第５
輝度値の差に対応する第４差値を算出し、
　前記第１差値が所定の基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記
第３差値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記停止映像に対応する信号で
あると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記第
３差値が前記基準値以上で、前記第４差値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号
が前記フィルム映像に対応する信号であると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値以上で、前記第４差
値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記フィルム映像に対応する信号であ
ると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値以上で、前記第４差
値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記フィルム映像に対応する信号であ
ると判別し、
　前記第１差値が前記基準値以上の場合、前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第
２差値が前記基準値以上で、前記第４差値が前記基準値以上の場合、ならびに前記第１差
値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記第３差値が前記
基準値以上で、前記第４差値が前記基準値以上の場合に、前記映像信号が前記ビデオ映像
に対応する信号であると判別する、
　ことを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　第１周波数を有する同期信号に基づいて映像信号を受信する表示装置の駆動回路であっ
て、
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　前記映像信号がフィルム映像に対応する信号であるのか、停止映像に対応する信号であ
るのか、或いはビデオ映像に対応する信号であるのかを判別する映像信号の判別部と、
　前記映像信号がフィルム映像に対応するフィルム映像信号である場合、前記フィルム映
像信号に基づいて連続する第１乃至第３原映像信号を抽出する原映像信号の抽出部と、
　前記第１乃至第３原映像信号に基づいて第１回補償映像信号及び第２回補償映像信号を
生成する映像信号の変換部と、
　前記同期信号を前記第１周波数より高い第２周波数を有する駆動信号に変換する周波数
の変調部と、
　前記第１周波数は６０Ｈｚであり、前記第２周波数は７２Ｈｚであり、
　前記駆動信号に基づいて前記第１原映像信号を１回出力し、前記第２原映像信号を１回
出力し、前記第１回補償映像信号及び第２回補償映像信号を各々２回出力するデータ出力
部と、
　を含み、
　前記映像信号の変換部は、前記第１原映像信号と前記第２原映像信号とに基づいて生成
された第１モーションベクトルを利用して、前記第１原映像信号に対応する第１原映像と
前記第２原映像信号に対応する第２原映像との中間映像を表示するための前記第１回補償
映像信号を生成し、前記第２原映像信号と前記第３原映像信号とに基づいて生成された第
２モーションベクトルを利用して、前記第２原映像信号に対応する第２原映像と前記第３
原映像信号に対応する第３原映像との中間映像を表示するための前記第２回補償映像信号
を生成し、
　前記映像信号の判別部は、
　前記映像信号をｎ番目の映像信号、既に格納されているｎ－１番目の映像信号、及びｎ
－２番目の映像信号として受信して、各々に対応する第１輝度値と第２輝度値と第３輝度
値とを算出し、
　前記第１輝度値及び第２輝度値の差に対応する第１差値、及び前記第２輝度値及び第３
輝度値の差に対応する第２差値を算出し、
　前記映像信号をｎ＋１番目の映像信号、及びｎ＋２番目の映像として受信し、各々に対
応する第４輝度値と第５輝度値とを算出し、
　前記第１輝度値及び第４輝度値の差に対応する第３差値、及び前記第４輝度値及び第５
輝度値の差に対応する第４差値を算出し、
　前記第１差値が所定の基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記
第３差値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記停止映像に対応する信号で
あると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記第
３差値が前記基準値以上で、前記第４差値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号
が前記フィルム映像に対応する信号であると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値以上で、前記第４差
値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記フィルム映像に対応する信号であ
ると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値以上で、前記第４差
値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記フィルム映像に対応する信号であ
ると判別し、
　前記第１差値が前記基準値以上の場合、前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第
２差値が前記基準値以上で、前記第４差値が前記基準値以上の場合、ならびに前記第１差
値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記第３差値が前記
基準値以上で、前記第４差値が前記基準値以上の場合に、前記映像信号が前記ビデオ映像
に対応する信号であると判別する、
　ことを特徴とする表示装置の駆動回路。
【請求項６】
　第１周波数を有する同期信号に基づいて映像信号を受信する表示装置の駆動回路であっ
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て、
　前記映像信号がフィルム映像に対応する信号であるのか、停止映像に対応する信号であ
るのか、或いはビデオ映像に対応する信号であるのかを判別する映像信号の判別部と、
　前記映像信号がフィルム映像に対応するフィルム映像信号である場合、前記フィルム映
像信号に基づいて連続する第１乃至第３原映像信号を抽出する原映像信号の抽出部と、
　前記第１乃至第３原映像信号に基づいて第１回補償映像信号及び第２回補償映像信号を
生成する映像信号の変換部と、
　前記同期信号を前記第１周波数より高い第２周波数を有する駆動信号に変換する周波数
の変調部と、
　前記第１周波数は６０Ｈｚであり、前記第２周波数は９６Ｈｚであり、
　前記駆動信号に基づいて前記第１原映像信号を２回、前記第１回補償映像信号を２回、
前記第２原映像信号を２回、前記第２回補償映像信号を２回出力するデータ出力部と、
　を含み、
　前記映像信号の変換部は、前記第１原映像信号と前記第２原映像信号とに基づいて生成
された第１モーションベクトルを利用して、前記第１原映像信号に対応する第１原映像と
前記第２原映像信号に対応する第２原映像との中間映像を表示するための前記第１回補償
映像信号を生成し、前記第２原映像信号と前記第３原映像信号とに基づいて生成された第
２モーションベクトルを利用して、前記第２原映像信号に対応する第２原映像と前記第３
原映像信号に対応する第３原映像との中間映像を表示するための前記第２回補償映像信号
を生成し、
　前記映像信号の判別部は、
　前記映像信号をｎ番目の映像信号、既に格納されているｎ－１番目の映像信号、及びｎ
－２番目の映像信号として受信して、各々に対応する第１輝度値と第２輝度値と第３輝度
値とを算出し、
　前記第１輝度値及び第２輝度値の差に対応する第１差値、及び前記第２輝度値及び第３
輝度値の差に対応する第２差値を算出し、
　前記映像信号をｎ＋１番目の映像信号、及びｎ＋２番目の映像として受信し、各々に対
応する第４輝度値と第５輝度値とを算出し、
　前記第１輝度値及び第４輝度値の差に対応する第３差値、及び前記第４輝度値及び第５
輝度値の差に対応する第４差値を算出し、
　前記第１差値が所定の基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記
第３差値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記停止映像に対応する信号で
あると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記第
３差値が前記基準値以上で、前記第４差値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号
が前記フィルム映像に対応する信号であると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値以上で、前記第４差
値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記フィルム映像に対応する信号であ
ると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値以上で、前記第４差
値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記フィルム映像に対応する信号であ
ると判別し、
　前記第１差値が前記基準値以上の場合、前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第
２差値が前記基準値以上で、前記第４差値が前記基準値以上の場合、ならびに前記第１差
値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記第３差値が前記
基準値以上で、前記第４差値が前記基準値以上の場合に、前記映像信号が前記ビデオ映像
に対応する信号であると判別する、
　ことを特徴とする表示装置の駆動回路。
【請求項７】
　第１周波数を有する同期信号に基づいて映像信号を受信する表示装置の駆動回路であっ
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て、
　前記映像信号がフィルム映像に対応する信号であるのか、停止映像に対応する信号であ
るのか、或いはビデオ映像に対応する信号であるのかを判別する映像信号の判別部と、
　前記映像信号がフィルム映像に対応するフィルム映像信号である場合、前記フィルム映
像信号に基づいて連続する第１乃至第３原映像信号を抽出する原映像信号の抽出部と、
　前記第１乃至第３原映像信号に基づいて第１回補償映像信号及び第２回補償映像信号を
生成する映像信号の変換部と、
　前記同期信号を前記第１周波数より高い第２周波数を有する駆動信号に変換する周波数
の変調部と、
　前記第１周波数は６０Ｈｚであり、前記第２周波数は１２０Ｈｚであり、
　前記駆動信号に基づいて前記第１原映像信号を５回、前記第１回補償映像信号を１回、
前記第２原映像信号を３回、前記第２回補償映像信号を１回出力するデータ出力部と、
　を含み、
　前記映像信号の変換部は、前記第１原映像信号と前記第２原映像信号とに基づいて生成
された第１モーションベクトルを利用して、前記第１原映像信号に対応する第１原映像と
前記第２原映像信号に対応する第２原映像との中間映像を表示するための前記第１回補償
映像信号を生成し、前記第２原映像信号と前記第３原映像信号とに基づいて生成された第
２モーションベクトルを利用して、前記第２原映像信号に対応する第２原映像と前記第３
原映像信号に対応する第３原映像との中間映像を表示するための前記第２回補償映像信号
を生成し、
　前記映像信号の判別部は、
　前記映像信号をｎ番目の映像信号、既に格納されているｎ－１番目の映像信号、及びｎ
－２番目の映像信号として受信して、各々に対応する第１輝度値と第２輝度値と第３輝度
値とを算出し、
　前記第１輝度値及び第２輝度値の差に対応する第１差値、及び前記第２輝度値及び第３
輝度値の差に対応する第２差値を算出し、
　前記映像信号をｎ＋１番目の映像信号、及びｎ＋２番目の映像として受信し、各々に対
応する第４輝度値と第５輝度値とを算出し、
　前記第１輝度値及び第４輝度値の差に対応する第３差値、及び前記第４輝度値及び第５
輝度値の差に対応する第４差値を算出し、
　前記第１差値が所定の基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記
第３差値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記停止映像に対応する信号で
あると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記第
３差値が前記基準値以上で、前記第４差値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号
が前記フィルム映像に対応する信号であると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値以上で、前記第４差
値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記フィルム映像に対応する信号であ
ると判別し、
　前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値以上で、前記第４差
値が前記基準値より小さい場合に、前記映像信号が前記フィルム映像に対応する信号であ
ると判別し、
　前記第１差値が前記基準値以上の場合、前記第１差値が前記基準値より小さく、前記第
２差値が前記基準値以上で、前記第４差値が前記基準値以上の場合、ならびに前記第１差
値が前記基準値より小さく、前記第２差値が前記基準値より小さく、前記第３差値が前記
基準値以上で、前記第４差値が前記基準値以上の場合に、前記映像信号が前記ビデオ映像
に対応する信号であると判別する、
　ことを特徴とする表示装置の駆動回路。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置の駆動方法、及びこれを利用した表示装置の駆動回路に関し、より
詳細には、フィルム映像の表示において画面のぶれ現象（ｔｒｅｍｂｌｉｎｇ　ｐｈｅｎ
ｏｍｅｎｏｎ）を改善することができる表示装置の駆動方法、及びこれを利用した表示装
置の駆動回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、表示装置は、外部システムから映像信号を受信して映像信号に対応する映像
を画面上に表示する。
【０００３】
　近年、表示装置の適用分野の多様化に伴い、表示装置は、一般映像の表示の他にも、フ
ィルムを使用して再生される映画などを映像信号で受信して画面に表示する。
【０００４】
　しかし、映画を製作する際には、１秒に２４フレームずつフィルムに記録するため、６
０Ｈｚで駆動する表示装置に映像信号を送るために、外部システムは、１秒に表示される
２４個のフレームデータを１秒に６０個のフレームデータに変換して表示装置に送信する
。
【０００５】
　２４個のフレームデータを６０個のフレームデータに変換するために、従来に利用され
る方法は、前記２４個のフレームデータのうち、奇数番目のフレームデータは、３回繰り
返されて、偶数番号目のフレームデータは、２回繰り返されて６０個のフレームデータに
拡張する。
【０００６】
　しかし、前記の方法を利用すると、奇数番目のフレームデータと偶数番目のフレームデ
ータとが画面上に表示される期間が互いに違うために、人の目には、画面が振動している
ように認識される。したがって、映画を表示する際に表示装置の表示特性が顕著に低下す
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上述の問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、フィルム映像の表示に
おいて画面のぶれ現象を改善することができる表示装置の駆動方法を提供することである
。
【０００８】
　本発明の他の目的は、上述した駆動方法が適用された表示装置の駆動回路を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した目的を達成するための本発明の一実施形態による表示装置の駆動方法は、第１
周波数を有する同期信号に応答して映像信号を受信し、映像信号がフィルム映像に対応す
る信号であるのか、或いはビデオ映像に対応する信号であるのかを判別し、同期信号を第
１周波数より高い第２周波数を有する駆動信号に変換し、映像信号がフィルム映像に対応
するフィルム映像信号である場合、フィルム映像信号に基づいて連続する第１乃至第３原
映像信号を抽出し、第１原映像信号と第２原映像信号とに基づいて、第１回補償映像信号
を生成し、さらに第２原映像信号と第３原映像信号とに基づいて、第２回補償映像信号を
生成し、駆動信号に応答して第１原映像信号、第１回補償映像信号、第２原映像信号、及
び第２回補償映像信号を順次出力すること、を含み、第１原映像信号はｉ回、第１回補償
映像信号はｋ回、第２原映像信号はｊ回、第２回補償映像信号はｋ回出力される。
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【００１０】
　本発明の他の実施形態による表示装置の駆動方法は、第１周波数を有する同期信号に応
答して映像信号を受信し、受信した映像信号がフィルム映像に対応する信号であるのか、
或いはビデオ映像に対応する信号であるのかを判別し、同期信号を第１周波数より高い第
２周波数を有する駆動信号に変換し、映像信号がフィルム映像に対応するフィルム映像信
号である場合、フィルム映像信号に基づいて連続する第１及び第２原映像信号を抽出し、
駆動信号に応答して第１及び第２原映像信号を各々順次にｉ回出力すること、を含む。
【００１１】
　本発明の他の実施形態による表示装置の駆動回路は、第１周波数を有する同期信号に基
づいて映像信号を受信する。駆動回路は、映像信号の判別部と、原映像信号の抽出部と、
映像信号の変換部と、周波数の変調部と、データ出力部と、を含む。
【００１２】
　映像信号の判別部は、映像信号がフィルム映像に対応する信号であるのか、或いはビデ
オ映像に対応する信号であるのかを判別し、原映像信号の抽出部は、映像信号がフィルム
映像に対応するフィルム映像信号である場合、フィルム映像信号に基づいて連続する第１
乃至第３原映像信号を抽出する。
【００１３】
　映像信号の変換部は、第１乃至第３原映像信号に基づいて第１回補償映像信号及び第２
回補償映像信号を生成し、周波数の変調部は、同期信号を第１周波数より高い第２周波数
を有する駆動信号に変換する。
【００１４】
　データ出力部は、駆動信号に基づいて第１原映像信号をｉ回出力し、第２原映像信号を
ｊ回出力し、第１回補償映像信号及び第２回補償映像信号を各々ｋ回出力する。
【発明の効果】
【００１５】
　このような表示装置の駆動方法、及びこれを利用した表示装置によると、入力されるフ
ィルム映像信号から原映像信号を抽出して、抽出された原映像信号に基づいて補償映像信
号を生成し、フィルム映像信号の入力周波数より高い周波数で原映像信号と補償映像信号
とを出力することによって、フィルム映像信号の表示においての画面のぶれ現象を防止す
ることができ、またモーションの急激な変化によって画面が途切れる現象を防止すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に係る表示装置の駆動回路のブロック図である。
【図２】図１に図示された駆動回路の駆動方法を示す図面である。
【図３】６０Ｈｚのフィルム映像信号が９６Ｈｚのフィルム映像信号に変換された状態を
示す図面である。
【図４】６０Ｈｚのフィルム映像信号が１２０Ｈｚのフィルム映像信号に変換された状態
を示す図面である。
【図５】６０Ｈｚのフィルム映像信号が１２０Ｈｚのフィルム映像信号に変換された状態
を示す図面である。
【図６】６０Ｈｚのフィルム映像信号が１２０Ｈｚのフィルム映像信号に変換された状態
を示す図面である。
【図７Ａ】ｎ番目のフレームの映像を示す図面である。
【図７Ｂ】図７Ａに図示された映像の輝度分布を示すヒストグラムである。
【図８Ａ】ｎ＋１番目フレームの映像を示す図面である。
【図８Ｂ】図８Ａに図示された映像の輝度分布を示すヒストグラムである。
【図９】ｎ番目のフレームとｎ＋１番目のフレームの輝度差を表したヒストグラムである
。
【図１０Ａ】ｎ番目のフレームの映像を示す図面である。
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【図１０Ｂ】図１０Ａに図示された映像の輝度分布を示すヒストグラムである。
【図１１Ａ】ｎ＋１番目のフレームの映像を示す図面である。
【図１１Ｂ】図１１Ａに図示された映像の輝度分布を示すヒストグラムである。
【図１２】ｎ番目のフレームとｎ＋１番目のフレームの輝度差を示すヒストグラムである
。
【図１３】図１に図示された映像信号の判別部の動作過程を示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、添付図面を参照して本発明の望ましい実施形態をより詳細に説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の一実施形態に係る表示装置の駆動回路のブロック図であり、図２は、
図１に図示された駆動回路の駆動方法を示す図面である。
【００１９】
　図１を参照すると、表示装置の駆動回路１００は、映像信号の判別部１１０と、原映像
信号の抽出部１２０と、メモリ１３０と、映像信号の変換部１４０と、データ出力部１５
０と、周波数の変調部１６０を含む。
【００２０】
　映像信号の判別部１１０は、外部システム(図示せず)から映像信号を受信して、映像信
号が一般映像を表示するための一般映像信号であるのか、或いはフィルム映像を表示する
ためのフィルム映像信号であるのかを判別する。例えば、表示装置がＴＶに使われる場合
、一般映像は、一般放送を通じて提供される映像に定義され、フィルム映像は、フィルム
を使用して再生される動画（映画など）の映像に定義されることができる。
【００２１】
　一般映像信号は、６０Ｈｚの周波数で表示装置の駆動回路１００に提供されるが、フィ
ルム映像信号は、映画を撮る際に２４Ｈｚの周波数でフィルムに記録されるので、２４Ｈ
ｚのフィルム信号は、外部システムによって、６０Ｈｚに変換された後に表示装置の駆動
回路１００に伝送される。
【００２２】
　図２に図示されているように、外部システムは、１秒に２４個のフレームデータを受信
して１秒に６０個のフレームデータを出力する。すなわち、外部システムは、２４個のフ
レームデータのうちの奇数番目のフレームデータを３回繰り返して、偶数番目のフレーム
データを２回繰り返して出力することによって、２４個のフレームデータを６０個のフレ
ームデータに変換して出力する。したがって、外部システムによって変換された６０Ｈｚ
のフィルム映像信号Ｆ２－データは、映像信号の判別部１１０に順次に提供される。
【００２３】
　映像信号の判別部１１０は、外部システムから映像信号を受信して、受信した映像信号
が一般映像信号であるのか、或いはフィルム映像信号であるのかを判別する。映像信号が
、フィルム映像信号であると判別されると、映像信号の判別部１１０は、フィルム映像信
号Ｆ２－データと映像信号がフィルム映像信号Ｆ２－データであることを示す判別信号Ｓ
１とを原映像信号の抽出部１２０に提供する。
【００２４】
　判別信号Ｓ１に応答して原映像信号の抽出部１２０が動作する。原映像信号の抽出部１
２０は、６０Ｈｚで提供されたフィルム映像信号Ｆ２－データを再び２４Ｈｚのフィルム
映像信号Ｆ１－データに変換して、変換された２４Ｈｚのフィルム映像信号Ｆ１－データ
から原映像信号を抽出する。すなわち、順次に入力される６０個のフィルム映像信号から
２４個の原映像信号を抽出する。この後、抽出された２４個の原映像信号は、順次にメモ
リ１３０に格納される。
【００２５】
　また、原映像信号の抽出部１２０は、メモリ１３０に順次に格納される２４個の原映像
信号のうちの連続する二つのフレームに対応する第１及び第２原映像信号Ａ１、Ａ２を読
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み出して映像信号の変換部１４０に提供する。
【００２６】
　映像信号の変換部１４０は、第１及び第２原映像信号Ａ１、Ａ２に基づいて生成された
モーションベクトルを利用して第１及び第２補償映像信号Ａ１１、Ａ１２を含む第１回補
償映像信号を生成する。具体的に、第１及び第２補償映像信号Ａ１１、Ａ１２の各々は、
第１原映像信号Ａ１に対応する第１原映像と、第２原映像信号Ａ２に対応する第２原映像
との間に存在する中間映像のうちの一つを表示するための信号である。
【００２７】
　図２に図示されているように、本発明の一実施形態において、第１原映像信号Ａ１は、
第１位置にある星を表示するためのデータであり、第２原映像信号Ａ２は、第２位置にあ
る星を表示するためのデータである。第１及び第２原映像信号Ａ１、Ａ２に基づいて、星
のモーションベクトルは算出される。次に、算出されたモーションベクトルに基づいて、
映像信号の変換部１４０は、第１原映像信号Ａ１及び第２原映像信号Ａ２間の星の移動線
上に存在する星を表示する第１及び第２補償映像信号Ａ１１、Ａ１２を生成する。
【００２８】
　このように生成された第１補償映像信号Ａ１１、第２補償映像信号Ａ１２、及び第１原
映像信号Ａ１は、データ出力部１５０に提供される。また、データ出力部１５０は、周波
数の変調部１６０から７２Ｈｚの周波数を有する駆動信号ＤＲＳを受信する。周波数の変
調部１６０は、外部システムから６０Ｈｚの同期信号ｓｙｎｃを受信して、同期信号ｓｙ
ｎｃを周波数変調して７２Ｈｚの周波数を有する駆動信号ＤＲＳをデータ出力部１５０に
出力する。したがって、データ出力部１５０は、７２Ｈｚの周波数を有する駆動信号ＤＲ
Ｓに応答して第１原映像信号Ａ１、第１補償映像信号Ａ１１、及び第２補償映像信号Ａ１
２をＦ３－データとして順次に出力する。
【００２９】
　次に、原映像信号の抽出部１２０は、メモリ１３０から第２及び第３原映像信号Ａ２、
Ａ３を読み出して、映像信号の変換部１４０に提供する。映像信号の変換部１４０は、第
２及び第３原映像信号Ａ２、Ａ３に基づいて生成されたモーションベクトルを利用して、
第３及び第４補償映像信号Ａ２１、Ａ２２を含む第２回補償映像信号を生成する。第３及
び第４補償映像信号Ａ２１、Ａ２２の各々は、第２原映像信号Ａ２に対応する第２原映像
と第３原映像信号Ａ３に対応する第３原映像との間に存在する中間映像のうちの一つを表
示するための信号である。
【００３０】
　第３補償映像信号Ａ２１、第４補償映像信号Ａ２２、及び第２原映像信号Ａ２は、デー
タ出力部１５０に提供される。データ出力部１５０は、７２Ｈｚの周波数を有する駆動信
号ＤＲＳに応答して第２原映像信号Ａ２、第３補償映像信号Ａ２１、及び第４補償映像信
号Ａ２２を順次に出力する。
【００３１】
　図２に図示されたように、データ出力部１５０は、３/７２秒の間、第１原映像信号Ａ
１、第１補償映像信号Ａ１１、及び第２補償映像信号Ａ１２を順次に出力して、次の３/
７２秒の間、第２原映像信号Ａ２、第３補償映像信号Ａ２１、及び第４補償映像信号Ａ２
２を順次に出力する。
【００３２】
　このような過程を繰り返すことによって、表示装置の駆動回路１００は、６０Ｈｚで入
力されたフィルム映像信号Ｆ２－データを７２Ｈｚのフィルム映像信号Ｆ３－データに変
換して表示パネル(図示せず）に提供することができる。
【００３３】
　すなわち、２４個の原映像信号を６０Ｈｚで表示するために２４個の原映像信号のうち
の奇数番目の原映像信号Ａ１、Ａ３を３回繰り返し、偶数番目の原映像信号Ａ２を２回繰
り返すと、各フレームにおいて星が表示される時間が異なるようになる。したがって、人
の目には画面が振動するように認識される。
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【００３４】
　しかし、本発明のように２４個の原映像信号を７２Ｈｚに変換すると、原映像信号の各
々が同一に１回ずつ繰り返して表示されるので、画面のぶれ現象を防止することができる
。また、原映像信号の間に補償映像信号を少なくとも一回以上を挿入することによって、
モーションの急激な変化による画面の途切れ現象を防止することができる。
【００３５】
　図１及び図２では、６０Ｈｚのフィルム映像信号Ｆ２－データを７２Ｈｚのフィルム映
像信号Ｆ３－データに変換した場合について図示したが、本発明の他の実施形態によれば
、６０Ｈｚのフィルム映像信号Ｆ２－データは、９６Ｈｚ、及び１２０Ｈｚのフィルム映
像信号Ｆ４－データ、Ｆ５－データに変換されてもよい。以下、フィルム映像信号Ｆ２－
データを９６Ｈｚのフィルム映像信号Ｆ４－データに変換する場合については、図３を参
照し説明し、１２０Ｈｚのフィルム映像信号Ｆ５－でーたに変換する場合については、図
４乃至図６を参照して説明する。
【００３６】
　図３は、６０Ｈｚのフィルム映像信号が９６Ｈｚのフィルム映像信号に変換された状態
を示す図面である。この実施形態において、図３に図示されているように、６０Ｈｚのフ
ィルム映像信号Ｆ２－データが９６Ｈｚのフィルム映像信号Ｆ４－データに変換するため
に利用される駆動回路は、図１に図示された駆動回路の構成と同一であるが、但し、図３
に適用される駆動回路の周波数の変調部１６０は、６０Ｈｚの周波数を有する同期信号ｓ
ｙｎｃ（図１に示す)を９６Ｈｚの周波数を有する駆動信号ＤＲＳに変調してデータ出力
部１５０に提供する。したがって、図３の説明において、図１を共に参照して説明する。
【００３７】
　図１及び３を参照すると、映像信号の判別部１１０は、外部システムから６０Ｈｚの映
像信号Ｆ２－データを受信する。映像信号の判別部１１０は、映像信号が一般映像信号で
あるのか、或いはフィルム映像信号であるのかを判別する。判別結果がフィルム映像信号
であると、原映像信号の抽出部１２０は、６０Ｈｚで提供されたフィルム映像信号Ｆ２－
データから原映像信号を抽出する。原映像信号の抽出部１２０は、抽出された２４個の原
映像信号のうちの連続する第１及び第２原映像信号Ａ１、Ａ２を読み出し、映像信号の変
換部１４０に提供する。
【００３８】
　映像信号の変換部１４０は、第１及び第２原映像信号Ａ１、Ａ２に基づいて第１回補償
映像信号である第１補償映像信号Ａ１２を生成する。このように生成された第１補償映像
信号Ａ１２、及び第１原映像信号Ａ１は、データ出力部１５０に提供される。
【００３９】
　周波数の変調部１６０は、外部システムから６０Ｈｚの同期信号ｓｙｎｃを受信して、
同期信号ｓｙｎｃを周波数変調して９６Ｈｚの周波数を有する駆動信号ＤＲＳをデータ出
力部１５０に出力する。したがって、データ出力部１５０は、９６Ｈｚの周波数を有する
駆動信号ＤＲＳに応答して、第１原映像信号Ａ１、及び第１補償映像信号Ａ１２を出力す
る。
【００４０】
　図３に図示されているように、データ出力部１５０は、４/９６秒の間に、第１原映像
信号Ａ１を２回繰り返して出力し、この後、第１補償映像信号Ａ１２を２回繰り返して出
力する。
【００４１】
　次に、データ出力部１５０には、第２原映像信号Ａ２、及び第２回補償映像信号である
第２補償映像信号Ａ２３が提供される。したがって、データ出力部１５０は、次の４/９
６秒の間に、第２原映像信号Ａ２を２回繰り返して出力し、さらに第２補償映像信号Ａ２
３を２回繰り返して出力する。このような過程を繰り返すことによって、表示装置の駆動
回路１００は、６０Ｈｚで入力されたフィルム映像信号Ｆ２－データを９６Ｈｚのフィル
ム映像信号Ｆ４－データに変換して表示パネル(図示せず）に提供することができる。
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【００４２】
　本発明の一実施形態のように、６０Ｈｚの映像信号Ｆ２－データを９６Ｈｚのフィルム
映像信号Ｆ４－データに変換すると、原映像信号が各々２回ずつ繰り返されるので、画面
のぶれ現象を防止することができ、原映像の間に補償映像が挿入されることによって、モ
ーションの連結を滑らかにすることができる。
【００４３】
　図４は、６０Ｈｚのフィルム信号が１２０Ｈｚのフィルム映像信号に変換された状態を
示す図面である。但し、図４の説明において、図１乃至図３と重複する内容は省略する。
【００４４】
　図１及び図４を参照すると、データ出力部１５０は、５/１２０秒の間、第１原映像信
号Ａ１を３回繰り返して出力し、第１回補償映像信号である第１補償映像信号Ａ１２を２
回繰り返して出力する。
【００４５】
　次に、データ出力部１５０は、次の５/１２０秒の間、第２原映像信号Ａ２を３回繰り
返して出力し、第２回補償映像信号である第２補償映像信号Ａ２３を２回繰り返して出力
する。このような過程を繰り返すことによって、表示装置の駆動回路１００は、６０Ｈｚ
で入力されたフィルム映像信号Ｆ２－データを１２０Ｈｚのフィルム映像信号Ｆ５－デー
タに変換して表示パネル(図示せず）に提供することができる。
【００４６】
　本発明の一実施形態のように、６０Ｈｚのフィルム映像信号Ｆ２－データを１２０Ｈｚ
のフィルム映像信号Ｆ５－データに変換すると、原映像信号が同一に３回ずつ繰り返して
表示されることによって、画面のぶれ現象を防止することができ、原映像の間に補償映像
を挿入することによって、モーションの連結を滑らかにすることができる。
【００４７】
　図５は、６０Ｈｚのフィルム映像信号が１２０Ｈｚのフィルム信号に変換された状態を
示す図面である。
【００４８】
　図５を参照すると、データ出力部１５０は、５/１２０秒の間、第１原映像信号Ａ１を
５回繰り返して出力し、次の５/１２０秒の間、第２原映像信号Ａ２を５回繰り返して出
力する。このような過程を繰り返すことによって、表示装置の駆動回路は、６０Ｈｚで入
力されたフィルム映像信号Ｆ２－データを１２０Ｈｚのフィルム映像信号Ｆ６－データに
変換して表示パネル(図示せず）に提供することができる。
【００４９】
　本発明の一実施形態のように、６０Ｈｚのフィルム映像信号Ｆ２－データを１２０Ｈｚ
のフィルム映像信号Ｆ６－データに変換すると、原映像信号が同一に５回ずつ繰り返して
表示されることによって、画面のぶれ現象を防止することができる。
【００５０】
　図６は、６０Ｈｚのフィルム映像信号が１２０Ｈｚのフィルム映像信号に変換された状
態を示す図面である。
【００５１】
　図６を参照すると、データ出力部１５０は、６/１２０秒の間、第１原映像信号Ａ１を
５回繰り返して出力し、この後、第１補償映像信号Ａ１２を出力する。ここで、第１回補
償映像信号である第１補償映像信号Ａ１２は、第１原映像信号Ａ１に対応する第１原映像
と第２原映像信号Ａ２に対応する第２原映像との間に存在する中間映像のうちの一つを表
示するための信号である。
【００５２】
　次に、データ出力部１５０は、次の４/１２０秒の間、第２原映像信号Ａ２を３回繰り
返して出力し、その後、第２回補償映像信号である第２補償映像信号Ａ２３を出力する。
第２補償映像信号Ａ２３は、第２原映像信号Ａ２に対応する第２原映像と第３原映像信号
Ａ３に対応する第３原映像との間に存在する中間映像のうちの一つを表示するための信号
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である。
【００５３】
　このような過程を繰り返すことによって、表示装置の駆動回路１００は、６０Ｈｚで入
力されたフィルム映像信号Ｆ２－データを１２０Ｈｚのフィルム映像信号Ｆ７－データに
変換して表示パネル(図示せず）に提供することができる。
【００５４】
　本発明の一実施形態のように、６０Ｈｚで入力されたフィルム映像信号Ｆ２－データを
１２０Ｈｚのフィルム映像信号Ｆ７－データに変換して、原映像の間に補償映像を挿入す
ることによって、モーションの急激な変化による画面の途切れ現象を防止することができ
る。
【００５５】
　図７Ａは、ｎ番目のフレームの映像を示す図面であり、図７Ｂは、図７Ａに図示された
映像の輝度分布を示すヒストグラムである。図８Ａは、ｎ＋１番目のフレームの映像を示
す図面であり、図８Ｂは、図８Ａに図示された映像の輝度分布を示すヒストグラムである
。図７Ｂ及び図８Ｂにおいて、ｘ軸は階調を示して、ｙ軸はピクセルの個数を示す。
【００５６】
　図７Ａ及び図８Ａを参照すると、ｎ番目のフレームの映像とｎ＋１番目のフレームの映
像とを比較した結果、動きがないことが分かる。この場合、図７Ｂ及び図８Ｂに示されて
いるように、ｎ番目のフレームとｎ＋１番目のフレームとは、互いに同一な輝度分布を有
する。
【００５７】
　図９は、ｎ番目のフレームとｎ＋１番目のフレームの輝度差を示すヒストグラムである
。
【００５８】
　図９を参照すると、ｎ番目のフレームとｎ＋１番目のフレームの輝度ヒストグラムの差
が０で示されていることが分かる。すなわち、輝度差が０である場合、ｎ番目のフレーム
とｎ＋１番目のフレームとは、互いに同一である映像を表示していることが分かる。
【００５９】
　図１０Ａは、ｎ番目のフレームの映像を示す図面であり、図１０Ｂは、図１０Ａに図示
された映像の輝度分布を示すヒストグラムである。図１１Ａは、ｎ＋１番目のフレームの
映像を示す図面であり、図１１Ｂは、図１１Ａに図示された映像の輝度分布を示すヒスト
グラムである。図１０Ｂ及び図１１Ｂにおいて、ｘ軸は階調を示して、ｙ軸はピクセルの
個数を示す。
【００６０】
　図１０Ａ及び図１１Ａを参照すると、ｎ番目のフレームの映像と比較して、ｎ＋１番目
のフレームの映像は、右側に向って動いていることを確認することができる。この場合、
図１０Ｂ及び図１１Ｂに示されているように、ｎ番目のフレームとｎ＋１番目のフレーム
とは、互いに異なる輝度分布を有する。
【００６１】
　図１２は、ｎ番目のフレームとｎ＋１番目のフレームとの輝度差を示すヒストグラムで
あり、ｘ軸は階調を示して、ｙ軸はピクセルの個数を示す。
【００６２】
　図１２を参照すると、ｎ番目のフレームとｎ＋１番目のフレームとの輝度ヒストグラム
に差が発生することを確認することができる。このようにｎ番目のフレームとｎ＋１番目
のフレームとの間の輝度ヒストグラムを比較して、ｎ番目のフレームとｎ＋１番目のフレ
ームとが互いに異なる映像を表示する、或いは映像が動くということを判断することがで
きる。
【００６３】
　本発明の一実施形態によれば、映像信号の判別部１１０は、輝度ヒストグラムを比較し
て、外部システムから入力された信号がフィルム映像信号であるのか、或いは一般映像信
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号であるのかを判別する。すなわち、６０Ｈｚで入力されるフィルム映像信号が３回、ま
たは２回繰り返して入力されるので、輝度差が３回、または２回の間、発生しない場合、
映像信号をフィルム映像信号と見做すことができる。
【００６４】
　図１３は、図１に図示された映像信号の判別部１１０の動作過程を示すフローチャート
である。
【００６５】
　図１３を参照すると、映像信号の判別部１１０は、ｎ番目のフレームに対応する映像信
号をＬＶＤＳ方式で受信する（Ｓ２０１）。入力された映像信号に基づいてｎ番目の映像
信号の輝度データＬ(ｎ)を算出する（Ｓ２０２ａ）。算出された輝度データＬ(ｎ)は、第
１及び第２フレームメモリに格納される（Ｓ２０２ｂ、Ｓ２０３ｃ）。第１及び第２フレ
ームメモリには、フレーム毎に輝度データが順次に格納されてもよい。
【００６６】
　入力された映像信号のｎ番目の輝度データＬ(ｎ)、第１フレームメモリから読み出され
た１番目の輝度データＬ(ｎ－１)、及び第２フレームメモリから読み出されたｎ－２番目
の輝度データＬ(ｎ－２)に基づいて、隣接する二つのフレームの間の輝度ヒストグラムの
差を算出する（Ｓ２０３）。具体的に、ｎ番目の輝度ヒストグラムＬＨ（ｎ)からｎ－１
番目の輝度ヒストグラムＬＨ（ｎ－１)を引いた絶対値は、第１輝度の差値ＤＩＦ_ＬＨ（
ｎ)として定義され、ｎ－１番目の輝度ヒストグラムＬＨ（ｎ－１)からｎ－２番目の輝度
ヒストグラムＬＨ（ｎ－２)を引いた絶対値は、第２輝度の差値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ－１)と
して定義される。
【００６７】
　ここでは、第１及び第２輝度の差値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ)、ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ－１)のみを図
示したが、ｎ＋１番目及びｎ＋２番目の輝度ヒストグラムを利用して第３及び第４輝度の
差値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ＋１)、ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ＋２)が順次に算出されてもよい。
【００６８】
　第１輝度の差値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ)を所定の基準値ＲＥＦより小さいかどうか比較する（
Ｓ２０４）。比較の結果、第１輝度の差値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ)が基準値ＲＥＦより小さい場
合、第２輝度の差値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ－１)を基準値ＲＥＦと比較する（Ｓ２０５）。第１
輝度の差値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ)が基準値ＲＥＦより大きい、或いは同じ場合、入力された映
像信号を一般映像信号と見做して、一般映像信号であることを示す信号を出力する（Ｓ２
０９ｄ）。
【００６９】
　次に、第２輝度の差値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ－１)が基準値ＲＥＦより小さい場合、第３輝度
の差値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ＋１)を基準値ＲＥＦと比較する（Ｓ２０６）。第２輝度の差値Ｄ
ＩＦ_ＬＨ（ｎ－１)が基準値ＲＥＦより大きい、或いは同じ場合、第４輝度の差値ＤＩＦ
_ＬＨ（ｎ＋２)を基準値ＲＥＦと比較する（Ｓ２０７）。
【００７０】
　第３輝度の差値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ＋１)が基準値ＲＥＦより小さい場合、一般映像信号の
停止映像と見做して、停止映像であることを示す信号を出力する（Ｓ２０９ａ）。
【００７１】
　一方、第３輝度の差値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ＋１)が基準値ＲＥＦより大きい、或いは同じで
ある場合、第４輝度の差値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ＋２)を基準値ＲＥＦと比較する（Ｓ２０８）
。
【００７２】
　ステップＳ２０８で、第４輝度の差値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ＋２)が基準値ＲＥＦより小さい
場合、３：２プールダウン方式(例えば、６０Ｈｚ駆動方式）のフィルム映像信号と見做
して、フィルム映像信号であることを示す信号を出力する（Ｓ２０９ｂ）。第４輝度の差
値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ＋２)が基準値ＲＥＦより大きい、或いは同じ場合、一般映像信号であ
ることを示す信号を出力する（Ｓ２０９ｄ）。



(16) JP 5642348 B2 2014.12.17

10

20

30

【００７３】
　一方、ステップＳ２０７で、第４輝度の差値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ＋２)が基準値ＲＥＦより
小さい場合、２：２プールダウン方式(例えば、６０Ｈｚ駆動方式）のフィルム映像信号
と見做して、フィルム映像信号であることを示す信号を出力する（Ｓ２０９ｃ）。第４輝
度の差値ＤＩＦ_ＬＨ（ｎ＋２)が基準値ＲＥＦより大きい、或いは同じ場合、一般映像信
号であることを示す信号を出力する（Ｓ２０９ｄ）。
【００７４】
　このように、各フレームの輝度ヒストグラムを利用して、入力された映像信号がフィル
ム映像に対応する信号であるのか、或いは一般映像に対応する信号であるのかを明確且つ
簡便に判別することができる。
【００７５】
　また、入力されるフィルム映像信号から原映像信号を抽出して、抽出された原映像信号
に基づいて補償映像信号を生成し、フィルム映像信号の入力周波数より高い周波数で原映
像信号と補償映像信号をと出力することによって、フィルム映像信号の表示において、画
面のぶれ現象を防止することができ、さらに、モーションの急激な変化による画面が途切
れる現象を防止することができる。
【００７６】
　以上、本発明の実施形態を参照して説明したが、本発明が属する技術分野において通常
の知識を有する者であれば、本発明は上述の実施形態に限定されるものではなく、特許請
求の範囲に記載される本発明の思想、及び領域から抜け出さない範囲の内で、本発明を多
様に修正、及び変更することができる。
【符号の説明】
【００７７】
１００　　表示装置の駆動回路
１１０　　映像信号の判別部
１２０　　原映像信号の抽出部
１３０　　メモリ
１４０　　映像信号の変換部
１５０　　データ出力部
１６０　　周波数の変調部
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